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医療安全管理委員会　第3回　定例委員会　　
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· 黄色は欠席届あり。欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜連絡事項＞
· 6月インシデント・アクシデント報告

　⇒振り返りミ－ティング実施状況確認

・東病棟：転倒3件　誤投薬1件　
　　　　　⇒振り返りは出来ており、転倒に関しては見守りの強化、誤薬に関しては患者様の顔と氏名が一致して
いない状況があり、当事者に直接指導を行っている。
・西病棟：自傷行為1件　転倒2件　転落1件
　　　　　⇒振り返りは出来ており、ラウンドと患者様の状態の情報共有が不足していたため、徹底していくこと、また転倒に関しては患者様の履物が不適切であったことや降圧剤の量が影響している可能性があることから主治医に薬剤調整を依頼し、調整済。歩行時の見守りを強化することとした。

・北病棟：転倒1件

⇒朝食時の誘導の際に転倒。振り返りは出来ており、歩き初めに足がもつれたとのことで、歩行時の付き添いを強化することとした。
・南病棟：転倒1件
　　　　　⇒振り返りは出来ており、歩行時の見守りを強化していく。

・外来：0件
・コメディカル：転倒1件
　　　　　　　　⇒作業療法での映画鑑賞後から北病棟に戻る際に転倒した。体位変換の仕方や下肢筋力の強化、
同一姿勢を避けるような指導を行っていく。
・青陽館：0件
・事務：0件

・薬局：0件
・南寿の里：0件
・南陽館：1件
　　　　　⇒振り返りは出来ている。

・南山苑：内出血2件　転落1件　転倒1件
　　　　　⇒振り返りは出来ており、利用者様の状態を把握した上で見守り・観察を行っていく。

・三沢：0件
●医療安全感染対策巡視について
・南山苑：特に指摘事項なし
●転倒・転落リスクアセスメントシートについて
　・昨年に引き続き転倒・転落事故が多いため、対応の方法の見直しや観察のポイントを周知・強化していく必要
がある。先月の院内研修にて転倒・転落について触れたが、転倒転落アセスメントスコアシート活用の目的は
何か？
⇒個々の患者様の状況をアセスメントして転倒転落の危険性を見極めるもの。その危険性の程度はアセスメン
ト結果をスコア化することによって導き出す。転倒の危険度を明らかにして転倒を予測して未然に予防する
ことを目的としている。リスクマネジメントを行うための指標である。
⇒委員長から現時点での評価時期について問う。
　・松村SGM　→昨年スタートした時点では患者様の他の評価に合わせて4月と9月に行っていた。
・東病棟の評価基準は？→現行は入院時のみ。
・田村Ns　→半年毎の評価がよいのでは？

・風間Ns　→半年毎の評価でよいと思う。
・沼舘JGM　→入院時、1ヶ月、3ヶ月の評価が望ましい。
・庭田JGM　→高齢ではリスクアセスメントシート等の評価はない。転倒・転落事故が多発している状況
もあり、評価シートを取り入れていきたい。
⇒上記の様に、現行では評価時期が曖昧であり、評価シートを上手く活用出来ていない状況にある事が分かっ
た。患者様の初期の状態は退院時・退所時の評価基準にもなり、転倒の頻度を減らし、またリスクを最小に
するためにも必要である。現行の書式を簡単な入力方式に変えて、次回の委員会時期を目安に評価時期を決
定し、また新書式（2022年度医療安全管理委員会フォルダ内に保管）の利用を開始していく。
●各担当の進捗状況について
・月別の事故発生統計についてやや遅延があったようだが、今月は遅延なく進められている。
●平賀IOOより
・熱中症対策をしていきましょう。
●佐藤AOMより

・転倒・転落リスクアセスメントスコアシートは評価することが目的ではなく、事故を減らす目的で行うこと。
評価して終わりではなく、ケア対策、シートの活用基準をしっかりと決めて高齢領域も含めて活用をしていくよ
うに。
●次回委員会予定
　8月2日（火）15：30～16：00
　※勉強会の担当は松村裕美SGM「事故とは（定義・内容）報告の意義」
